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豊 かなかかわ りを通 して,と もに生 きるカの

基礎 をは ぐくむ特別活動

一子どもの社会性を育む学級活動の実践一

東京都世田谷区立千歳小学校 大 橋 順 子

1.研 究にあたって

本来,児 童期 は社会性の面で もっ とも急速な発達 をす る時期である。通常,10歳 前後の小学

校 中学年頃か ら,子 どもたちは同性 ・同年齢を中心 とした密接 な仲 間集団を作 る。発達心理学

ではこの年代層 を 「ギ ャング ・エイジ」 と呼ぶ。集団の中で,い たず らも含めてダイナ ミック

に遊 びを展 開させ る。 しか し,70年 代 の終わ り頃か ら児童期の遊 びの変化がみ られる。仲 間集

団が消失 し,集 団遊 びの中で社会性 を培 うとい う独特 の子 ども文化が この時期 に消 えていっ

た。 この遊 びの変化が,子 どもたちの社会性の有 り様 を変 えた。現代の子 ども達においては,

習い事 の増加や遊び場所の減少 によ り,集 団遊びその ものが さらに後退 して きている。それ ま

での 「情緒交換遊び」か ら,2～3人 の小人数でのテ レビゲームをは じめ とする遊具を通 した

「情報交換遊 び」へ の変質 とも言われている。

この ような社会の変化のなかで,現 代 の予どもたちが社会性 を獲得する手段 は学校生活の中

に限 られて きている とい う・特 に休み時間の遊 びの中でそのほとん どを獲得 している とい う。

先週…週間のうち友達と遊んだ日数

1位 2日

2位 3日

3位 o日
/.i

遊べ なか った理由(回 答数346人)

1位 熟 ・習い事

2位 家の事情

3位 疲れた等

圏
288人

46人

/2人

休みの日・放課後に遊んだ遊び

1位 ゲ ー ム 88人

2位 おにごっこ 21人

その他多項 目のため集計できず

学校の休み時間に遊んだ遊び

1位 ド ツ ジ ボ ー ル 51人

・ハ ン ドベ ー ス ・ ドロ ケ イ ・バ ス ケ

・サ ッ カ ー ・読 書 ・お し ゃ べ り 等

本分科会研 究員 乃ア ンケー ト調査 よ り(17年7月,9月 実施)

本分科会研 究員の学級児童へのア ンケー ト調査の結果か らはs

・交友関係 を広げた り
,深 めた りしてい こうとしない。

・み んなで何か をしたい という思 いはあるが
,行 動につ なが らない。

といった児童の実態が捉 え られた。

近年・集 団遊びの消失や 「私箏化」 といった社会の変化 を背景 として,集 団生活に不安 を抱

える児童が少な くない・ 人とかかわ ることを面倒だ と考えた り,自 分の考えだけに固執 し,友

達の考えを受け入れ なかった りす る児童が多 くなった。休み時間に一人で過 ごす ことを好む児

童,自 分 の思いや考えを 十分に伝え られず,さ さいな トラブル も解決で きない児童 も増 えてい
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る。 こうした問題の背景 には,「 児 童の人 と

かかわ る力」の低下があげ られる。

この ような児童の実態 とその背景,特 別活

動のね らいをふ まえ,本 分科会では,自 分 の

思いや考 えを伝 える場面や,自 分の存在を認

め られ る場面 をふ や し多様化 す る ことで,88

「人 とかか わる力」 をのば し,「 ともに生 き39%

る力」 をは ぐくむことを研究 の 目的 とした。

つ ま り,児 童の社会性 の育成 に不可欠 な 「豊

22

10% _56

遡臨
腰

26%

自分のことが好き

圃好 き

醗 どちらかというと

好 き

ロ.あまり好きでは

ない

日 きらい

か なかかわ り」 を,学 校生活の 中で創出 してい くことを研 究の柱 とした。学級活動 を中心 とし

て,さ まざまなかかわ りの中で,密 接 な仲間の絆 を育む手だてを講 じることにより,力 を合わ

せ て,共 に願いを実現 しようとす る児童の育成 につなが るだろ うと考 えたか らである。

社会性 とい うと,「 みんな一緒 に仲良 く」 と発想 されが ちであ る。社会性 は時代 と共 に変化

す る。時代や社会環境が大 き く変化 して きている中で教育が 目指す方向性 は,子 どもたちが生

きる21世 紀 を大 き く視野に入れていかなければな らない。個性 を尊重す る時代の中で,自 分の

生 き方 を大切 にするには,他 人の生 き方 を大切 にす る必要があ り,異 なった もの同士が共生す

るために,必 要最低 限のルールを創 出してい く力が求め られているのである。そ して必要 とあ

れば,少 々の価値観の違いを越え,協 力 し合わなければな らない。 このような社会性が これか

らの社会 に生 きる子 どもた ちには必要 なのだ と思 う。その上で,自 分 らしさを発揮す るため

に,

・約半数の児童が 自分 に自信が なか った り,他 人か らどう思 われてい るか気 になった りし

て,自 分の意見 を言 うことに抵抗 を示 してい る。

という児童の実態か らも,心 理 的に心地 よい環境が学級で も形成 されなければな らない と考え

た。安定 した感情 を持ちなが ら,互 いの異な りを しっか りと確認する体験が必要になると考え

るか らである。 自分 と他者 とを比較する体験 をそ こで味 わう学級は,他 人 と出会 う場 として大

切 な環境 となる。比較な しには,自 分の価値,自 分の個性 を確認することはで きないか らであ

る。 これを踏まえ,本 研 究で は,社 会性の育成のために も,個 性の尊重や 自分 らしさを発揮で

きることを大切 に したい と考 えた。

そ こで本分科会では,目 指す児童像 とそのための手だてを次のようにとらえた。

馨套鹸i…嚢騰 騰購 籔 蠣 雲騰勲 騨i慰 顯 難

鍵 かつての 「ギャング集団」の

ような絆の強いかかわ り

個々のよさを生かしながら、仲間を集め、他者 と

力を合わせて団結する喜びを得る経験の積み重ね
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目指す児童を育てるために,

・自分 も他者 も認め合 うことがで きる安心 した学級の風土の中で
,

・個 々の よさを生か しなが ら
,仲 間を集め,他 者 と力を合わせて団結する喜びを得る経験 を積

み重ね,

●かつての 「ギ ャング集団」の ような絆の強いかかわ りをもつ ことによ
って,

それぞれが 自分のよさを自分 自身で認め,発 揮 し合 った上 でその力 を合わせ て,共 に願いを実

現す る児童が育つ だろうと考え,本 研究主題 を設定 した。

※ 「ともに生 きる力」 について

望 ましい人間関係 を築 くためには,一 人一人が 自分の存在価値 を認識 し,自 己肯定感 を高め

なが ら,相 手の存在価値を受け入 れ,認 めてい くことが大切 であ る。 自分の思いや願 いを伝 え

るとともに,相 手の思いや願いを受 け止め,と もに願いを実現 しようとす る経験 を積み重 ねる

ことが必要である。

本部会では,お 互いの存在を認め合 い,望 ま しい人間関係 を築 きなが ら,互 いの もつ力 を生

か し協力 して生活する力 を 「ともに生 きる力」 と考えた。 この力 は,人 間が生涯にわたって培

う力 であるため,小 学校段 階で はその基礎 を築 くことが重要 と考 えた。

2.実 践の概要

視点1:自 分 らしさを発揮す るための.i夫

視点2:自 分たちの力で共 に願 いを実現 してい くための工夫

①[魎 さ ・一自分のよさをττつける活動の工夫

共 に願 いを実現 してい くためには,rl他 の活動 をふ りかえ り,自 分や友達のよさを見取 る 目

を育て,次 の活動 に生かす ことが大切である。 互いのよさに気づ き,そ れぞれの よさを生か し

て活動 してい くことにつ なげてい きたいと考えた。

・今 日の 「ピカイチ賞」 を帰 りの会で発表
。友達 のがんば りや してもらって うれ しかったこと

を発・表す る。

・学級 カ レンダーによる学級の歩みや感動の共有
。

・係への 「リクエス トカー ド」 「ア ドバ イスカー ド」や 「あ りが とうカー ド」の活用
。

・集会な どさまざまな活動の経過 報告や掲示による学 び合い
。

・振 り返 りカー ド

学級 会で決めた集 会などの活動後 に,振 り返 りの話合 いや ア ンケー トを行 うこ とで,よ

かった点や課題 に気付 き,今 後の活動 に生か してい く。 また全員の意見 を掲示す ることによ

り,自 分 とi司じような考えの友達が いることを知 り,そ の後の 自分の意見を発表 しやす くな

る。

・司会 グループの輪番制 による
,司 会の仕方の学 び合 い。→ フ ォロアー側が ア ドヴァイス をす

る。

・学級会 カー ド

自分の考 えをしっか り持つこ とで,自 分の考 えを出せる喜びや友達 との相違 を知 り,相 互

理解 で きるようになってい く。

・学級会 で決 まったことに対 して
,・ 人一人が関わっていけるようにす る。 また,自 分 らしさ

を発揮で きる役割 を与 える。

・話 合 い→実 践(ね らい ・め あ て0)確 認)→ 振 り返 り→ 次 の話合 い ・活動
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② グループ ・係か らの提 案を学級全体 に広げ るための工夫

・議題の誕生

何かを したいグループや係な どが声を出 し,実 現す るために議題 として提案 し,そ れ に賛

成 したい人は名前 を書 き込み,学 級会で話 し合 う・ このことを繰 り返す ことで,自 分の思い

を実現 に向かって出せ るようにな り,誰 かの思いを実現 させ るためにお互い受け入れ合 う学

級集 団になってい く。 、

・「この指 とまれ」方式

何 かを したい個人や グループで声 を出 し,係 として集 まった り・集会へ の議題 をつ くって

いった りす る。

・黒板 ・掲示板 の活用個 々の考 えや係,グ ループか らの提案(誘 い)を 自由に知 らせ るスペー

スを作 る。 ・

・係活動の充実

学級活動 の時 間で係活動 のための時間を持 ち,学 級 全体が盛 り上が る ような企画 を考 え

る。

③ 学級へ の所属意識 を高め る活動の充実

学級 目標 を具現化 し,子 どもの発意発想 を生か した活動をす るこ とで・活動意欲が高 まるだ

けでな く,学 級への所属意識が高ま り,学 級文化が高まる。協力 しあって何か を成 し遂げるた

めには,集 団に一員 としての自覚 を高め,集 団にすすんでかかわるとともに・互いの立場や役

割 を自覚 し,心 を合わせて活動 に取 り組 む ことが で きるようにす るこ とが大切 であ る と考 え

る。

・学級の合い言葉 を決め,学 級会の名前や クラス遊びの時間のネー ミングに活用す るな どこれ

か らの__..年間のいろいろな活動 に活用。

・学級遊 びの時 間の設定 「チ ャレンジャータイム」 として週1回,業 間時問に設定。

・学級の シンボルマークや学級の歌 を活用。

・集会活動 を全員で。(一 人0役)

.係 や生活班 において もネ0ミ ングやめあて,合 い言葉な どを工夫 させ ・所属意識 を高め る。

常時活動(視 点1・2共 通)

・朝の会や帰 りの会の活用

・遊 びの幅を広げる

・係給食

・意見文 の掲示

など

3.具 体的な実践

① 「学級 目標 をはたそうシリーズ第1回 ドッジボール大会」

(計画→話合 い→実践→振 り返 り→)

〈学級通信 よ り〉

「4組 には こうい うクラスを作 ろう1と い うすば らしい学級 目標がある。 これに近づ くため

に,み んなで話 し合 お う,何 か しよう」 とい う議題 をSさ んが出 して くれ ました。わ くわ く

会議(学 級会)で 話 し合った結果,学 級活動の時間(基 本的 に金曜5時 間 目)を 使 い,色 々な
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イベ ン トを実行するこ とにな りました。今 回はそのス ター ト 「ドッジボール大会」です。みん

なで話 し合った結果,チ ームワークをよくする工夫や もっともっと楽 しくする工夫を話 し合い

ました。その結果,

・オ リジナルのチーム名をつける

・チ ームのキャラクターを作る

・それぞれのチームのかけ声 を考 える

・チームカラーのはちまきをしめる

・チームの旗 を作 る

・表彰式 をする

・スペ シャル ドリンクで乾杯!

・表彰式で クラ ッカーを鳴 らす

な どなど

みんなの力 で,と って も楽 しい ドッジボール大会 になった ようです。実行委員 に頼 まれ て

(1君 ・0君 ・K君 です)私 がお手伝いを したこ とは,コ ー トをかいたこ と,時 間をはかった

こと,プ ログラムを模造紙 に書いたこと…… ぐらいです。(あ と写真を撮 った くらい。)イ ベ ン

ト運営の力 をつけて きていることはわかっていま したが,今 回は更なる成長 を感 じま した。 自

分 たちの力で,実 行委員を中心 に して どんどん動 き,一 つのイベ ン トを立派に創 り上げること

がで きる ようになった4組 の仲 問に大拍手です。時間 もピッタリでで した1次 も期待 していま

す1

〈よか った こと ・がんばったこ と〉

けっ しょうせんで負け ちゃったけど2位 になれて よかったです。 今回の ド

ッチ ボールは どっち もがん ばってい ま した。それ に一位 に なれて よか ったで

す。 よけっ きった!今 日はけんかが な くて よか った。 前 よ りもボ

ー ルが とれた。 ボールを投げ るのをが んばった。が んばった。

〈光っていた友達〉

女の子全 員→ よけなが ら,す ご くが んばっていた。 みんな→ どの入 もボー

ルを とろうと した り,よ けた り,が んばっていたとお もい ます。S君 →取

れない子にも投 げ させ てあげてた。A君 →すごい迫力でボコンとすごい音

をたてなが ら,強 い球 をい っぱいキャ ッチ していた。1君 →がんばって進

めていた・T君 →かけ声 とかが よ くって,い っぱい とってチームを引 っぱ

ってい た。Kさ ん→一人になってたけ どがんばってにげていたか らT

君→一人少ないチームで もがんばっていた。

〈実行委員に一 藷亀〉
・生けん命がんば って くれてあ りが とう1ド ッチ ボールはさ

いあ くと思 っていたけ ど,今 回は今 までの中で一番楽 しかったで

す。 こん な楽 しい ドッチボー ル大 会 に して くれて あ りが と

楽 しくして くれてあ りが とう。 す ご く明る くて楽 し

かった。 いろい ろ考えてい ま したね。 楽 しかった。 力

いっぱいで きたね。 もん くな しによかった。 え らいね。

す ごいよ。
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② 「係活動発表会 をしよう」(計 画→実践→振 り返 り→)

〈係活動 をはじめ るにあたって>

1学 期 のはじめ に当番活動 と係活動の違 いについて指導 をした。

当番の活動……必要な仕事を分担 して行 うもの。 掃 除をする,給 食 を配 るなど。専科 の先

生 との連絡や電気 をつける,窓 を開けるな ども当番活動。

係 の活動…… 自分 たちで創意工夫 して,自 主的 に行 うもの。 、

その上で,「 みんなが喜ぶこ と,ク ラスが よ りよく,よ り楽 しくなるこ と」で,「 自分たちのア

イデ ィアが生かせ る楽 しい活動がで きること」で 「最後 まで 自分たちの力でや りとげ られ る」

もの,と 言 う3つ の条件を提示。仕事 を思いつ いた発起人が 「この指 とまれ!」 方式で仲間 を

集め,活 動 を開始 した。

〈2学 期 の係紹介〉(学 級通信 より)

学校の七不思議 女子5名 学校 中を調査 し,い ろいろな 「不思議!?」 を見つ けてみんなに

報告 します。毎月新聞を発行 します。

穴場発見隊 男子3名 虫のたくさんいる場所などみんなの知らない穴場を発見し紹介し

ます。

ビデオ放送局

「スーパー ・

ハ イビジ ョン」

男子6名

女子3名

自分たちでデジタルビデオを使って番組を作 ります。製作 した番

組は給食の時間などに流してみんなに見てもらいます。

ゴ ー ス トニ ュ ー ス 女子3名 怖 い話 を紹 介 した り,新 聞な どで妖1蚤を紹介 した りします。

ハ ツ ピ ー バ ー ス デ イ 女子5名 みんなの誕生 日を調べて紹介 します。給食の時間を使 って,牛 乳

で乾杯 した り,パ0テ ィ0を した りして,み んなでお祝い をしま

す。毎 月,新 聞 も発 行す るよ。

お もしろインテ リア 男子2名 教室 を楽 しく飾 り付 け をします。みんなのアイデ ィアを生かすの

で,リ クエ ス トをよせて下 さい。

ク ラ ス チ ャ レ ン ジ ャ ー 男子5名 クラスみんなで色 々なことにチ ャ レンジす るイベ ン トを計画 しま

す。 クラスギネスブ ックを作 って,す ごい人を登録 します。他の

クラスにも挑戦す る??

※]学 期は,占 いやマ ジック,転 出児や有名人に手紙 を出 して返事 を紹介す る係 な どもあ っ

た。

〈係活動活性化 のために〉

活動時間の確保 のために

・金曜の朝の学習(モ ジュール時間)を 係 の活動にあて,週 一回確実に活動がで きる ようにす

る。

・金曜 日の給食時間を 「係給食」とし,係 で集 まって食べ なが ら,来 週の活動 について話 し合っ

た り,打 ち合 わせ て した りで きるようにする。

場の確保 のために

・学級活動の時 間だけでな く,朝 の会や帰 りの会で 「係か らの連絡コーナ0」 を作 り,お 知 ら

せやお願いの他,ミ ニ発表会 を行 った りで きる場 を設 ける。

・係活動のポス ターや新聞な どの掲示の他,各 係へのお願いの他,学 級全 員でそれぞれの活動

のがんば りなどが確認で きるようにする。
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活動意欲を高めるために

・係独 自の楽 しい名前 を工夫 させ
,所 属感や活動 に対する期待感 をもたせ る。

・係へ の 「あ りが とうカー ド」や 「お願いカー,一」 を利用 し
,そ れぞれの活動を意識 してがん

ば りや認め合える ようにす る。

・月末 に1ヶ 月の係の活動 をPRし 合い,も っともが んばった とみんなに認め られた係 に表彰

状 を渡す,ラ ンキ ング上位を掲示する,よ かった ことのみんなのメッセー ジをカー ドに して

各係 に渡すな ど,活 動 の成果が確 実に確認で きるようにす る。

・がんばっている係は教師側 で も適宜 とりとげ,学 級全体 に紹介す る。

計画的活動 を支援するため に

・毎月のは じめには毎 月活動 カ レンダー を書いて
,ポ ス ター とともに掲示 し,計 画的に活動が

すすめ られるようにす る。

・月末には活動 カレンダーの反省欄 に印を書 き込むことによって
,1ヶ 月の活動が計画的にす

す め られたかふ りか えることがで きる ようにす る。

・学期末にカー ドを記入 し各個 人で も
,自 分の活動 をふ りかえる機会をつ くる。

〈パ ワーア ップ係発表会>

1回 目の係発表会は,係 で活動 して きたこ とを ふ りか えって,活 動の経過 を発表会の形で

報告 し合 うことで,他 の係 を参考に して,そ の後の自分たちの活動 を工夫す ることをね らい と

した。係発表会終 ∫後,そ れぞれの係の よか ったこと,が んばっていたことのほかに
,自 分た

ちが取 り入れたい と思 った工夫な どを発表 しあった。

パ ワーア ップ係発表会 とネー ミング した2回 目は係の独 自性 を生か して発表することで
,そ

れぞれの係 のがんば りや よさを認 め合い,次 の活動に生かすことをねらい とした。

係活動 で も・力 を合わせ る喜 びを味わ うため に,自 分の よさを発揮 した り,友 達のよさを認

め合 った りしなが ら,団 結する場面 を多 く設定 した。

4.お わりに

学習指導要領のね らいを実現するために,特 別活動 にお いては 「望 ましい集団活動の確実な

実践」が今 日,求 め られている。本学級ではその手だてと して,学 級活動 に力点を置 き,め ざ

す子 ども像 を設定 し,子 どもたちが,「 個 々の よさを生か しなが ら,仲 間を集 め他者 と力 を合

わせ て団結す る喜 びを得る経験」 を積み重ねるこ とができる よう,意 図的 ・計画的な学級活動

をくりかえ し,Ci々 の生活 に生 きてい く実践 的なカ を身につ ける指導の工夫 に努めて きた。

実践の積み重ねに よ り,子 どもたちは,集 団の 目標 に向か って,方 法 や手段 をみん なで考

え,意 欲 を もって協力 して活動す るようになって きた。

学級 活動の とりくみは,そ の子の よさがその子 の生 きて きた道 の りとともに見えて くる。だ

か ら・教師 はその よさに気づ くことで,子 どもたちか らひ とつ 「明 日を生 きる元気」を頂 く。

同時に教師は・同 じ目標にむけて とりくむ仲間(子 どもたち)が いることに感謝 し,さ らに 「明
日をが んばる元気」 を頂 く。

学級活動は,何 より集団活動 を通 して人か ら多 くを学ぶ。 いろいろな人(子 どもたち)と 出

会い,い ろいろな立場か ら物事 を考 え,相 手の立場 になって考 えることがで きるようになると

ともに,自 分の持 ち味に気づ き,活 かす ことがで きるようになるすば らしい活動である
。

・:
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本研究 は発展途上 である。今後 もr自 分 もよく,み ん な もい いよ うにす るには どうす るか

を,み んなで考 え,協 力 してすすんでい く活動」を考え,子 どもたちとともに経験 を積み重ね,

実践的 な社会性 を身 につけてい くこ とがで きる よう,指 導を充実 させ てい きたい と考 えてい

る。
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